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LTE/NR周波数共有 (Spectrum Sharing)

— 既存LTE端末に影響を与えることなく、
LTEの使用する周波数帯の一部もしくは
全体にNRを導入する技術

— 共有例１

— 周波数でLTEとNRを分離

— LTE帯域とNR帯域の割合を固定

— 共有例２

— 周波数でLTEとNRを分離

— トラフィック量などにより、LTE帯域と
NR帯域の割合を適宜変更

— 共有例３

— リソースエレメント(RE)単位
でのLTEとNRとの共有

— 標準化が必要

LTE DL

NR DL

時間

周波数

LTE DL + NR DL

標準化不要 標準化必要

ベースバンド

無線機

既存LTE端末は
LTEネットワークとし
て認識 NR端末

共有例1 共有例2 共有例3

LTE DL

NR DL

2



RE単位での共有に必要なNRの条件(1)
LTE用リソースとNR用リソースの衝突回避

— NRがPDSCHにSCS=15kHzを使用する場合、
LTE制御領域や制御信号の設定情報をNR UE
に通知可能 (3GPP Rel-15よりサポート)

— LTEのCRSの位置および使用ポート数

— LTEの中心周波数の位置およびLTEのチャ
ネル帯域幅

— この情報を通知した場合、NRのスケジューラは
LTEの使用するREを回避してNR PDSCHを配置

— LTE端末は、データ送信がスケジュールされ
ないLTEネットワークとして認識

— NR端末は、LTEの使用する最低限のリソー
スを避けてNR PDSCHを受信

LTE CRS (ports 0,1,2,3)

LTE Control channel region

LTE PDSCH

NR CORESET

NR PDSCH DMRS

NR PDSCH

NR Not used

LTEでの制御リソース配置

LTEとの共有を想定したNR
でのリソース配置

+

周
波
数

時間

NR制御領域は3番目の
シンボルから設定 (LTE
制御領域を回避)

PDSCH DMRSの
位置はCRSを回
避するよう設定

LTE CRSの使用する
REを回避してNR 
PDSCHを配置

サブキャリア間隔(SCS)は
LTE/NRともに15kHz
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RE単位での共有に必要なNRの条件(2) 
LTE/NRキャリア直交

— 3GPP標準化状況 (2019年5月現在)

— キャリア周波数間隔

— 2.5GHz未満バンドは100kHz

— 2.5GHz以上バンドは15/30kHz (2.5GHz
帯に限り100kHzもサポート)

— 上り参照周波数

— 全FDDバンドおよび2.5GHz帯TDDバンド
に対し7.5kHzシフトをサポート

— 下りキャリア直交

— LTEの下り中心周波数(EARFCN)とNRの下り
参照周波数(NR-ARFCN)を一致させれば、
LTEとNRのキャリアが直交

— 上りキャリア直交

— LTEの上り中心周波数とNRの上り参照周波
数を一致させた上で、UEはNRの上りキャリ
アを7.5kHzシフトして送信する必要あり

LTE下り：中心周波数のサ
ブキャリアは未送信

NR下り：参照周波数の
サブキャリアも送信

LTE上り：中心周波
数を挟んで送信

NR上り：NR下りと同じ
割り当て

7.5kHzのずれが発生
直交

EARFCN

PRB PRB

15kHz

15kHz

PRB PRB

15kHz

EARFCN

PRB PRB

15kHz

FREF=NR-ARFCN

PRB PRB

15kHz
FREF=NR-ARFCN

下りキャリア 上りキャリア

LTE

NR
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• LTEとNRとの周波数共用には、複数の実現方法が存在

–特別な標準化をしなくても実現することも可能

• 3GPPではRE単位でのDSS（Dynamic Spectrum Sharing）の標準化が進んでいる

• 3GPPではRE単位でのDSSのための技術（RE単位での衝突回避機能、LTE/NRキャリ
ア直交など）が、全FDDバンドおよび2.5GHz帯のTDDバンドで標準化済み

–国内においては2GHz帯以下のFDD-LTE及び2.5GHz帯についてはRE単位でのDSSの導入が可
能

– 3.4/3.5GHz帯については、現在のところ3GPPで標準化を行う提案はない
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LTE/NR周波数共有まとめ




